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　服部先生は、国語の

先生です。授業では、

隣の席の人と話す時間

を沢山設けて下さるな

ど、私たちが授業を楽

しめるようにさまざま

な工夫をされています。

また、女子バスケット

ボール部の顧問でもあり、一緒に参加し

てお手本を見せてくれたり、上手くいか

ない時に丁寧にアドバイスしてくれたり

するなど、とても生徒思いな先生です。

「はっとりん」や「なつ先生」といったあ

だ名を付けられるほど親しみやすく、明

るい先生なのでぜひ話しかけてみてくだ

さい。
　　　　　　

＜女子バスケットボール部・美術部＞

パスコベール女子校 生徒達の声　９月２日から９日までオーストラリア・メルボルンにある姉妹校パスコベール

女子校の訪問団を受け入ました。コロナウイルスの影響で、４年ぶりとなる対面

での姉妹校交流に、最初は少し緊張していた様子の生徒でしたが、笑顔で交流を

楽しみました。

  歓迎式典では、吹奏楽部の演奏とともに、全校生徒で姉妹校訪問団を歓迎しま

した。授業では、一緒にギターを弾いたり、日本語と英語で折句を作ったりして、

交流しながら学びを深めました。美術プランの素描では、姉妹校の先生からオー

ストラリアの動物の描き方を教えていただきました。部活動では、筝曲部、IFC部、

茶道部、書道部の生徒が日本の文化を伝えながら、姉妹校生徒に日本文化を体験

してもらいました。１４名のホストシスターは昼食歓迎会、豊田市民芸館・トヨ

タ会館の訪問、ＰＴＡ主催の送別パーティー、京都小旅行などの交流行事に参加

し、貴重な時間を過ごしました。生徒たちは交流を通して、異文化理解や英語学

習に意欲的に取り組みたいと実感したようです。

　私は約 1 週間の姉妹校交
流を経て、様々な事を知り
ました。例えば、オースト
ラリアの自然や文化、遊び
や音楽など、日本ではなか
なか知る機会が無いものを
たくさん知ることができま
した。私と共に暮らしたリ
リーはアメリカ生まれオー
ストラリア育ちだそうですが、パスコベール女
子高の生徒には実に様々な生徒がいました。民
族や宗教、肌の色や英語のアクセントなど、三

者三様でした。最初は
少し驚きや緊張があっ
たものの、楽しくお喋
りしたり遊んだりして
充実した 1 週間を過ご
せたと思います。もし
私がオーストラリアに
行く機会があれば、ま
た皆に会えたらいいな
と思います。

　８月４日（金）に中学生一日体験入学を実施し、中学生とその保護者を含め

て約１，１８０名の参加がありました。２年生プレゼンターが授業の１つであ

る「産業社会と人間」、自分の「ライフプラン」と「東高の一日」を紹介しました。

１年生もさまざまな場面でボランティアとして活躍しました。「プラン体験講

座」では主に３年生が中心となってプランの特色を紹介し、実技体験なども行

いました。参加した中学生の感想は次のとおりです。「自分の将来の設計につ

いて考え、そしてまたより具体的に夢について考えられていい」「中学校との

違いや総合学科の学習特徴などがわかった」「福祉プランの体験では、体に不

自由がある人の身の回りの物

や気持ちが理解できた」「美術

プランの体験で、デッサンの

仕方を丁寧に教えてもらい、

新しい発見があった」　

　

  私たち女子バスケットボール部は、

西三ベスト８を目標に日々の練習に

取り組んでいます。平日の練習では、

今のチームに足りていない事は何か

考え、話し合いながら自分たちで練

習メニューを決めています。練習試

合や大会では、どんな状況でも全力

でプレーをし、最後まで走り抜きます。これからも応援よろしくお

願いします。目指せ西三ベスト８！　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私たち美術部は、文化祭や西三展に

向けて作品制作に取り組んでいます。

部員全員がそれぞれの世界観を表現す

るために、日々試行錯誤を重ねながら

制作に励んでおり、現在は市民展にむ

けて作品を制作しています。満足のい

く作品ができるように頑張ります。　

　ホストファミリーと過ごせたことが一番の思い出です。朝ごはんや夜ごは

んを一緒に食べることができてとても良かったです。私のホストファミリー

は、ハラール（イスラム教の戒律によって食べることが許された食べ物）を

準備してくれました。私の文化や宗教に興味をもってくれたことがとても嬉

しかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハアニアより

　私たちは、話す言語は異なりますが、ホストファミリーと過ごした時間は

自分のホームにいるように感じました。ホストマザーは私を２人目の娘のよ

うに接してくれました。「お母さん、あなたの料理が恋しくなります。」「お

父さん、あなたとの会話が恋しくなります。」大好き！　　　エリアより

　ホストファミリーと過ごして、沢山の素晴らしいことを学びました。私に

とって、意味のある繋がりを築くことができました。　　　　アムナより

魅力発見フェスタ

　８月 20 日（日）スカイホール豊田にて、豊田市高等学校魅力発見フェ
スタが開催されました。市内の高等学校の特色や魅力を紹介する取り組み
で、２年生を中心にたくさんのボランティアが参加しました。本校ブース
では、訪れた大勢の中学生や保護者に、学校案内やプレゼンテーションを
使って、個別に本校の魅力を伝えました。ブース内には、パネルや保育プ
ランの作品を展示し、生徒作成のポスター「夢に向かって羽ばたく鳥」の
中に、訪れた中学生の「将来の夢」を添付しました。企画段階から運営に
携わった実行委員の庄田小春さん、石原加菜さんは、「いろいろな高校の
生徒と交流していく中で、多くのことを学び、改めて本校の魅力について
考えることができたの
で、今後この経験を生
かしていきたい」と
語っていました。


